
男女別(8月11日時点)

男 132名 54.80%

女 109名 45.20%

計 241名 100%

接触歴ありの内訳

院内感染関連 28名 23.10%

施設内感染関連 23名 19.00%

家族関連 28名 23.10%

会社関連 18名 14.90%

友人関連 19名 15.70%

接待を伴う飲食店等関連 5名 4.10%

計 121名 100%

年代別(8月11日時点)

10歳未満 3名 1.20%

10代 6名 2.50%

20代 46名 19.10%

30代 58名 24.10%

40代 41名 17.00%

50代 32名 13.30%

60代 18名 7.50%

70代 17名 7.10%

80代 11名 4.60%

90代 7名 2.90%

100代 2名 0.80%

計 241名 100%

感染者の療養等の状況(8月11日時点)

入院 29名

宿泊療養等 9名

退院等 203名

計 241名

接触歴(8月11日現在)

接触歴の有無

接触歴あり 121名 50.20%

接触歴なし 120名 49.80%

PCR検査の実施状況(8月11日時点)

検査件数(累計) 2,023件

陽性率(累計) 7.40%
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東尾久相談室

東尾久2-37-3

TEL・FAX

3895-0508

法律相談会
毎月第３火曜日（午後６時か

ら）北千住法律事務所の弁護士

による法律相談会をおこなって

います。

できるだけ事前にご連絡くださ

い。

8月の相談会は、
お休みします

尚、お急ぎの方は、弁護士事務所にて、ご相談

できますのでお気軽に声をかけてください。

九
州
な
ど
の
集
中
豪
雨
や
関
東
で

震
度
４
程
度
の
地
震
が
繰
り
返
し
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
地
震
や
豪
雨
災
害
が
起
こ

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
と
自
然
災
害
と
い

う
複
合
災
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
、
災
害
が
発
生
す
る
と
学
校

の
体
育
館
な
ど
に
避
難
者
を
集
め
る

日
本
の
避
難
所
は
、
典
型
的
な
「
三

密
」
状
態
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
で

ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
が
発

生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

や
不
安
が
当
然
お
こ
り
ま
す
。

行
政
か
ら
避
難
指
示
が
出
る
と
避

難
所
に
避
難
し
ま
す
が
、
劣
悪
な
生

活
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま

で
の
日
本
の
避
難
所
で
す
。
人
口
が

密
集
し
て
い
る

都
内
で
は
、
そ

の
避
難
所
さ
え

足
り
な
い
こ
と

は
歴
然
と
し
て

い
ま
す
。
荒
川

区
は
７
月
、
対

応
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
①
在

宅
避
難
②
親
戚
・

知
人
宅
等
③
避
難
所
の
拡
大
と
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
、
学
校
の
教
室
や
公
共
施

設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
間
施
設

も
視
野
に
入
れ
て
確
保
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
正
確
な
情
報
伝
達
は
大
切

で
す
。
荒
川
区
は
昨
年
防
災
無
線
を

デ
ジ
タ
ル
化
、
新
年
度
防
災
ラ
ジ
オ

導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
製

品
の
実
用
化
が
頓
挫
し
て
、
今
年
度

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
は
振
り
出
し

に
。お

隣
の
台
東
区
で
は
ポ
ケ
ベ
ル
波

に
よ
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
始
め

ま
し
た
。
（
８
月

７
日
視
察
）
改
め

て
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
力
を

つ
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

都有地の看板、どういうこと？

キヌ電り沿い（東尾

久１－６－６・７）

焼肉屋さんなどがあっ

た土地が更地になった。そこに

「都有地」の看板がでているが、

何に使われるの？と声をかけら

れました。

区の担当部署に問合せ、東京都に聞いてもらいました。こ

の用地は、東京都がすすめる荒川区内での道路拡張事業や不

燃化特区事業などで現在住んでいる土地の移転のために代替

の土地として活用するために確保をしているようです。

荒川区内の新型コロナ発生状況！

感染拡大が止まりません。情

報開示と徹底したＰＣＲ検査

をおこない、感染拡大を抑止させること

を繰り返し求めています。



2020年上半期発生した区内の交通事故
項目 人数／件数 前年比
事故件数 145 -36
うち自転車 79 -51
うち高齢者 53 -33
死者数 1 0
負傷者数 158 -34

月別事故件数
月 件　数
1 26
2 24
3 34
4 17
5 15
6 29
計 145

年齢層別死傷者数
区　分 本　年 前　年 増　減 本年構成比（％）
幼児 1 7 -6 0.6
小学生 7 16 -9 4.4
中学生 4 2 2 2.5
高校生 2 1 1 1.3
１９歳 3 0 3 1.9
２０歳代 18 17 1 11.3
３０歳代 24 23 1 15.1
４０歳代 27 36 -9 17
５０歳代 31 31 0 19.5
６０～６４歳 8 13 -5 5
６５歳以上 34 47 -13 21.4

計 159 193 -34 100

当事者別死傷者数
区　分 本　年 前　年 増　減
歩行者 30 31 -1
自転車 74 108 -34
原　付 13 12 1
自　二 12 12 0
四　輪 30 30 0
特殊車 0 0 0
その他 0 0 0

計 159 193 -34
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○新型コロナの影響でお盆の帰省や遠出など自粛などが呼びかけられ、ストレスもたまってい

る方も多くいらっしゃるのではないでしょうか。例年より暑い日が続いて新型コロナと熱中症、

ゲリラ豪雨、命の危険さえ感じる日々です。必要な「三密」対策や適正なエアコンの活用など

すすめてもらいたいと思います。何よりも政治が実効ある大胆な施策を進めてもらいたい。

今
年
上
半
期
の
交
通
事
故
の
状
況
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
で
外
出
の
自
粛
が
行
わ

れ
、
高
齢
者
や
自
転
車
事
故
が
減
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
通
勤
通
学
に
自
転
車
を
利

用
す
る
方
た
ち
も
増
え
て
い
る
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
マ

ナ
ー
の
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
必
要
な
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。
区
が
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
２
つ
の
制
度
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

戦後７５年、被爆者の救済と
核兵器禁止条約を発効させよう！

広島地裁判決（７月２９日）は、「黒い雨」を浴びて被害を受け

た人たちの援護対象区域を狭くした国の不当な線引きを退け、被爆

者の被害実態にもとづき広く救済することを国に求めた画期的な内

容でした。内部被ばくの影響も加味した健康被害の検討も指摘するなど、国のこれまでの被

爆者援護行政を根本から問うものでした。

国は、同判決は「十分な科学的知見」はないととして控訴。しかし、国が控訴と合わせ、援護区域の拡大を視野

に入れた再検討を表明したのも、これまでの主張の行き詰まりの反映です。

被爆者のみなさんの願い「核兵器禁止条約」３年前、国連で多数で決議され、各国での署名・批准行動がすすめ

られてきました。８月９日現在、８２カ国が署名、４４カ国が批准。条約発効必要な５０カ国まであと６カ国と迫

りました。核兵器廃絶の新たなステージを開きます。残念ながら唯一の戦争被爆国の日本は、アメリカに追随して

反対の態度です。今年の広島・長崎の式典でも両市長が訴えても、一言もふれませんでした。

コロナ危機の中、一人一人の人間の安全を優先する優先する社会をつくることを強く求められています。

高齢者の自動車運転免許証の返納促進
６５歳以上の運転免許証の自主返納を促進のため、運転経歴証

明書の取得に伴う支援。

取得に必要な費用１１００円の負担軽減し、促進するため

１０００円分の図書カードと交通安全啓発グッツを交付。

（７月末現在の申請件数は３７件）

自転車の保険加入と点検整備が同時にできる
「赤色ＴＳマーク」への支援
取得するのに２０００円程度必要となることから、区民の負担

軽減、取得促進のため、申請者には２０００円分の図書カード

（新車を購入した場合は１０００円）を支給。

※指定されている自転車屋さんでできます。

（７月末現在申請件数７０件）




